
◎
論

説

留
学
と
い
う
文
化

在
日
中
国
人
留
学
生

・研
修
生

の

異
文
化
適
応

葛

文

綺

・
・
…

は
じ
め
に

文
部
科
学
省
は
二
〇
〇
九
年

に

「留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
を
打

ち
出
し
た
。

こ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
を
目
途

に
三
十
万
人
の
留
学
生

受
け
入
れ
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
在
日
留
学
生

の
数
が
急
速
に
増
加
し
、
中
で
も
中
国
や
韓
国
な
ど
、
隣
国
か
ら
の

留
学
生
が

か
な
り

の
割
合
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
る
。

留
学
生

に
と

っ
て
日
本

へ
の
適
応
は
、
歴
史
や
政
治
的
背
景
だ
け

で
は
な
く
、
経
済
的
な
問
題
や
日
本
語
能
力
な
ど
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
人
留
学
生

の
日
本

へ
の
適
応
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
日
本

で
生
活
し
、
学
問
に
励
み
、

日
本
人
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
今
後
中
国

と
日
本
の
学
術
交
流
が

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
役
立

つ
は
ず

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
筆
者
が

「在
日
中
国
人
留
学
生

の
適
応
」
と

「日
中
留

学
生

の
対
ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
適
応

」
に
関
し
て
行

っ
た
二

つ
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
紙
面
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
デ
ー
タ
分
析

の
詳
細
は
省
略
し
、
結
果
と
考
察
を
中
心
に
述

べ

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
本
稿
の
最
後
に
中

国
人
研
修
生
に
つ
い
て

の
問
題
に
も
触
れ
、
研
究
結
果
を
踏
ま
え
て
少

し
意
見
を
述

べ
た

い
。

在
日
中
国
人
留
学
生
の
適
応

本
研
究
は
、
質
問
紙
調
査
お
よ
び
半
構
造
化
面
接
を
通
し
て
、
中

国
大
陸
出
身

の
留
学
生
に
焦
点
を
当
て
、
中
国
人
留
学
生

の
適
応
に

在 日中国人留学生・研修生の異文化適応121



影
響
す
る
個
人
属
性
を
検
討
し
、
彼
ら
の
適
応
に
影
響
を
与
え
る
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

ω

質
問
紙
調
査

質
問
紙

は
次
の
質
問
項
目
を
も
と
に
構
成
し
た
。
個
人
属
性
項
目

と
し
て
、
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
専
攻
、
婚
姻
状
況
お
よ
び
子
ど
も

の
有
無
、

日
本
語
能
力
、
滞
日
期
間
、
奨
学
金

の
有
無
な
ど
を
設
定

し
、
研
究
遂
行
、
人
間
関
係
、
精
神
衛
生
お
よ
び
日
本
文
化
の
四
つ

の
側
面
に
対
す
る
回
答
を
求
め
た
。
ま
た
、
日
本

で
直
面
し
た
困
難

お
よ
び
対
処
方
法
に
つ
い
て
自
由
記
述
を
求
め
た
。
以
上
の
質
問
紙

を
、
日
本
語
、
中
国
語
お
よ
び
英
語
の
三
通
り

で
作
成
し
た
。

ω

調
査
協
力
者
の
実
態

本
調
査

は
中
国
人
留
学
生
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
が
、
比
較
と
し

て
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

の
留
学
生
に
も
調
査
を
行

っ
た
。
調
査
に
協

力
し
た
留
学
生
は

一
六
六
名

(男
性

一
〇
二
名

・
女
性
六
四
名
で
、

中
国
大
陸
出
身
の
留
学
生
が
半
数
以
上

(九
六
名
)
で
あ
る
。
平
均

年
齢

は
二
七
・九
七
歳

で
、
滞
日
期
間
は

一
か
月
か
ら
七
年

二
か
月

(平
均
滞

在
期
間
二
年
)
。
日
本
語
能
力
に

つ
い
て
は
、
初
級

(ふ
つ

う

の
会
話

も
ま
だ
う
ま
く
で
き
な
い
)
、
中
級

(ふ

つ
う

の
会
話
な

ら
だ
い
た

い
話
せ
る
)、
上
級

(大
学

の
日
本
語

の
講
義
も
理
解

で

き
る
)
の
三
段
階

(自

己
評
定
)
で
、
初
級
者
二
六
名
、
中
級
者
四

三
名
、
上
級
者
九
三
名
。
大
学
で
の
在
籍
身
分
は
学
部
生
四
六
名
、

大
学
院
生
七

一
名
、
研
究
生

・
聴
講
生
四
三
名

で
、
文
科
系
専
攻

一

〇
六
名
、
理
科
系
専
攻
五
四
名
。
奨
学
金
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
国

費
奨
学
生
は
四
五
名
、
各
財
団
の
奨
学
生
三
五
名

で
、
八
六
名

は
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
か

っ
た
。
婚
姻
状
況
に

つ
い
て
は
、
既
婚
者
六

六
名
、
未
婚
者
九
八
名
。
三
八
名

の
既
婚
者

に
は
子
ど
も
が
お
り
、

そ
の
内

の
三
三
名
は
日
本

で
家
族
と
同
居
し
て
い
る
。
留
学
生

の
半

数
は
既
婚
で
子
ど
も
が
お
り
、
家
族
で
来
日
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②

中
国
人
留
学
生
と
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

の
留
学
生
と

の
適
応
度

お
よ
び
個
人
属
性
に
つ
い
て
の
比
較

デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

の
留
学
生
と
比

べ
、
中

国
人
留
学
生

の
対
日
感
情
は
、
よ
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

で
あ
り
、
対
人
関

係
や
言
語
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
よ
り
大
き
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
個
人
属
性

の
特
徴
と
し
て
、
中
国
人
留
学
生
は
男

性
が
多
く
、
理
科
系

の
専
攻
が
多

い
。
平
均
年
齢
は
三
歳
高
く
、
配

偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
者
も
多

い
。
ま
た
他
国
の
留
学
生
で
は
約
六

割
が
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
が
、
中
国
人
留
学
生
は
約
三
割
で
、
経

済
的
に
困

っ
て
い
る
者
が
多

い
こ
と
が
伺
え
る
。

③

中
国
人
留
学
生

の
適
応
に
影
響
を
与

え
る
個
人
属
性

デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
専
攻
、
子
ど
も
の
有
無
、
日
本
語
能
力
、

奨
学
金

の
有
無
、
年
齢
、
滞
日
期
間
の
六

つ
の
個
人
属
性
が
中
国
人

留
学
生

の
適
応
度

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
日
本
語
能
力
、
専
攻
、
奨
学
金

の
有
無
が
言
語
的

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
対
日
感
情
に
、
子
ど
も
の
有
無
、
年
齢
、
滞

日
期
間
が
言
語
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
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と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

奨
学
金

の
有
無
が
適
応

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
多
く

の
研
究
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

一
般

に
国
費
留
学
生
は
、
経
済
面

・

研
究
環
境
面
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
不
適
応
を
起
こ
し
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
研
究

で
は
、
奨
学
金
に
関
し
て
は
、
私
費

留
学
生
よ
り
も
国
費
留
学
生
は
、
言
語
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
問
題
が
よ
り
深
刻
で
、
対
日
感
情
も
よ
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
と

い
う
結
果

が
得
ら
れ
た
。

国
費
留
学
生
の
多
く
は
中
国
国
内

で
選
ば
れ
、
受
け
入
れ
政
策
に

基
づ
き
、
日
本
語
学
校

に
通
う
こ
と
な
く
大
学
に
入
学
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
語
を
学
習
す
る
機
会
が
非
常
に
少
な
く
、

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
獲
得
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、

彼
ら
は
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
必
要

が
な
く
、
国
費
留
学
生
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
や
り
遂
げ

る
た
め
に

研
究
室
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
り
、
対
人
関
係
が
限
ら
れ
て
し
ま

い
、
日
常
生
活
で
、
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
、
彼

ら
の
孤
立
感
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
国
費
留
学
生

の
多
く
は
、
母
国
で
大
学
教
員
や
医
師
な

ど
、
社
会
的
地
位

の
高

い
職
業
に
就

い
て
い
た
た
め
、
来
日
後
に
学

生
と
し
て
の
役
割
取
得
が
で
き
ず
自
尊
心
が
傷

つ
け
ら
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
対
日
感
情
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
り
、
不

適
応
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

現
行

の
国
費
奨
学
金
留
学
生
の
選
考
制
度
規
準
に
は
、
日
本
語
の

語
学
力
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
留
学
生

の
日
本
文
化

へ
の
適

応
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
た
め
、

国
費
留
学
生
に
も
、

一
定

レ
ベ
ル
の
日
本
語
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

確
立
が
強
く
望
ま
れ
る
。

日
本
語
能
力
に

つ
い
て
は
、
能
力
が
高

い
ほ
ど

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
対
日
感
情
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い

た
。
あ
る
留
学
生

の
自
由
記
述

で
は
、

「最
初

日
本
に
来
た
と
き
、

日
本
語
が
あ
ま
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。
研
究
室

で
も
英
語
を
使

っ
て

い
た
。
そ
の
せ
い
か
周
り
の
日
本
人
学
生
も
私
に
あ

い
さ
つ
を
す
る

だ
け
で
、
全
然
話
し
か
け
て
く
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん

日
本
語
が
分
か

っ
て
く
る
と
、
日
本
の
学
生
と
も
溶
け
込
む
よ
う
に

な

っ
た
。
皆
外
国
人
扱

い
で
は
な
く
、
普
通

に
接
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
お
昼
も

一
緒
に
食
堂
で
食

べ
る

よ
う
に
誘

っ
て
く
れ
た

り
、
飲
み
会
に
も
声
を
か
け
た
り
し
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
日
本
人

は
自
分
た
ち
と
同
じ
言
葉
を
喋
る
人
に
は
や

さ
し
い
の
か
な
と
思

っ

た
」
と
述
べ
て
い
た
。
日
本
語
能
力
が
高
ま

れ
ば
、
日
本
人

の
友
人

も
増
え
、
日
本
文
化

に
対
す
る
理
解
や
受
け

入
れ
も
促
進
さ
れ
る
。

専
攻
に
つ
い
て
は
、
理
科
系
の
学
生
は
文
科
系

の
学
生
と
比

べ
、

日
本
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
を
多
く
抱
え
て
い

た
。
こ
れ
は
、
大
学
が
留
学
生
に
求
め
る
日
本
語
能
力
の
差
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
理
科
系

の
場
合
は
、
英
語
が
で
き
れ
ば
日
本
語

能
力
を
問
わ
れ
ず

に
入
学

で
き
る
専
攻
が
多

い
が
、
文
科
系

の
場
合

は
高
度
な
日
本
語
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
文
科
系
の
学
生
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は
、
理
科
系
の
学
生
よ
り
日
本
語
能
力
が
高

い
た
め
、
日
本
語

に
よ

る
意
志
伝
達
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
文
科
系
の
学
生
は
、
日
本
文
化
に
関
心
が
あ

っ
て
来
日

し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
背
景
が
、
理
科
系

の
学
生
よ

り
も
文
科
系
の
学
生
の
方
が
、
対
日
感
情
が
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
あ

る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
有
無
が
言
語
的

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響

し
て
お
り
、
子
ど
も
が
い
る
留
学
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上

の
問
題
を
よ
り
強
く
抱
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
子
ど
も
が
い
る
留

学
生

の
多

く
が
自
由
記
述

で
、
「子
ど
も
に
中
国
語
を
忘
れ
さ
せ
な

い
た
め
に
家
庭
で
中
国
語
を
使

っ
て
い
る
」
と
書

い
て
お
り
、
日
常

生
活
の
中

で
母
国
語

(中
国
語
)
を
使

っ
て
い
る
た
め
、
日
本
語
の

使
用
量
は
少
な
く
な
る
。
ま
た
育
児
な
ど
、
子
ど
も
と

一
緒
に
い
る

時
間
が
長

い
た
め
、
日
本
人
と
の
付
き
合
い
が
少
な
く
、
留
学
生
の

集
ま
り
に
参
加
す
る
上

で
の
制
約
に
な

っ
た
り
も
し
て
い
る
。
留
学

生
の
子
ど
も
に
対
す
る
保
育
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
日
本

人
学
生
と

の
交
流
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
異
文
化
適
応
を

促
す
上
で
も
必
要
で
あ
る
。

㈲

自
由
記
述

の
ま
と
め

日
本
で
直
面
し
た
困
難
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
で
は
、
半
数
ほ
ど

が
金
銭
面

に

つ
い
て
の
内
容
で
あ
り
、
そ
の
他
日
本
語
や
勉
強
に

つ

い
て
の
記
述
が
多
か

っ
た
。

金
銭
面

で
は
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
私
費
留
学
生
に

「困

っ

て
い
る
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
節
約
を
あ
げ

た
。
し
か
し
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
時
間
を
割
く
と
研
究

に
支
障
を
き
た
し
、
生
活
と
勉
強

の
ジ

レ
ン
マ
に
陥

っ
て
い
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
や
人
間
関
係

に
悩
ん
だ
り
す
る
者
も
多

か

っ
た
。

日
本
語
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
や
授
業

に
支
障
は
な

い
が
、
自

分

の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
に
困

っ
て
い
る
者
が
多
か

っ

た
。
国
費
留
学
生
の
中
に
は
、
指
導
教
員
や

日
本
人
学
生
と
日
本
語

で
交
流
す
る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
者

が
多
か

っ
た
。

口

半
構
造
化
面
接

中
国
人
留
学
生
が
他
国

の
留
学
生
と
比
べ
、
適
応
度
が
低

い
理
由

と
し
て
、
前
述

の
個
人
属
性
以
外
に
も
、
来
日
目
的

[田
畑

・
田
中

1
99
1]
、
対
日
感
情

[岩
男

・
萩
原

這
。゚
°。、

村
田

這
逡
、
モ
イ
ヤ
ー

這
。゚
刈、
高
井

這
。゚℃
、
郡

2
0
00
]
、

ア
ル
バ
イ
ト
先

で
受

け
た
差
別

[加
賀
美

這
℃
轟
、
山
崎

這
O
ひ
]
等
が
影
響

し

て
い
る
と
考
え
ら
れ

た
。
そ

こ
で
、
質
問
紙
調
査

の
結
果
と
上
記

の
先
行
研
究

を
踏
ま

え
、
面
接
調
査
を
行

い
、
質
問
紙
調
査
で
は
明
ら
か
に
し
に
く

い
適

応
に
影
響
す
る
要
因
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

ω

面
接
対
象
者

質
問
紙

に
連
絡
先
を
記
入
し
た
留
学
生
に
面
接

の
依
頼

を
行

っ

た
。
そ
の
結
果
、
面
接
対
象
者
は
八
名
、
電

話
で
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

は
三
名
、
E
-m
ail
で
返
答
が
得
ら
れ
た
の
は
九
名

で
あ

っ
た
。
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②

面
接
内
容

以
下

の
四
つ
の
質
問
に
沿

っ
た
半
構
造
化
面
接
が
行
わ
れ
た
。

①
来
日

の
経
緯
と
目
的
、
お
よ
び
そ
の
目
的

の
達
成
度

②
来
日
前
と
来
日
後
の
日
本

と
日
本
人
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
変

化

の
有
無
と
具
体
的
な
内
容

③
日
本

で
の
差
別
体
験

の
有
無

お
よ
び
具
体
的
な
内
容

④
日
本

で
困

っ
た
こ
と
、
お
よ
び
解
決
の
た
め
に
援
助
し
て
く
れ

た
人

③

結
果
と
考
察

今
回

の
面
接
を
通
し
て
、
中
国
の
留
学
生
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う

に
と
ら
え
た
。
ま
ず
、
中
国
の
留
学
生

の
場
合
、
日
本
や
日
本
文
化

に
関
心
が
あ
り
来
日
し
て
い
る
学
生
も
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
中
国

の
政
治
制
度
や
経
済
状
況
な
ど
、
複
雑
な
理
由
で
来
日
し
て
お
り
、

目
的
の
達
成
度
が
低

い
。

経
済
問
題
が
留
学
生

の
研
究
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
、
従

来

の
研
究

で
示
唆
さ
れ

て
い
る

[V
ero
ff
19
63
]
。
中
国

の

留
学
生

の
ほ
と
ん
ど
は
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
者
が
多

い
。
し
か
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
研
究
活
動

の

両
立
は
非
常
に
難
し
く
、

「研
究

し
た

い
が
時
間
も
体
力
も
な

い
」

と

い
っ
た
切
実
な
訴
え
を
面
接

の
中
で
数
多
く
聞
い
た
。
ま
た
、

ア

ル
バ
イ
ト
先

の
環
境

は
大
学
よ
り
も
複
雑
で
、
留
学
生
は
差
別
に
遭

い
や
す

い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
差
別

体
験
は
、
留
学
生
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷

つ
け
る
と
と
も
に
、
留
学
生

の

対
日
感
情
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向

へ
と
導

い
て
し
ま
う
。

ま
た
、
日
本
人
と
の
交
流

に
お
い
て
も
、
中
国
の
留
学
生
数

は
、

留
学
生
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、

あ
え
て
日
本
人
と
交
流

す
る
よ
り
も
、
中
国
人
同
士
の
交
流
が
し
や

す
い
環
境
に
あ
る
。

そ
の

一
方
で
、
日
本
人
は
ア
ジ
ア
の
隣
国

よ
り
も
欧
米
諸
国
に
強

い
憧
れ
を
持

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
双
方

が
中
国
人
留
学
生
と
日

本
人
学
生
と
の
交
流
を
阻
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

S
ell
tiz
&
C
o
ok
[19
62
]

は
、

ホ
ス
ト
国

の
親
友
が

一
人

で
も

い
れ
ば
、
対
ホ
ス
ト
国
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
化

す
る
こ
と
を
示
唆
し
た

が
、
な
か
な
か
日
本
人
の
友
達
が
で
き
な

い
と
訴
え
た
留
学
生
が
多

数
存
在
す
る
こ
と
は
、
対
日
感
情
が
ネ
ガ
テ

ィ
ブ

の
ま
ま
で
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ

に
変
化
し
な
い
大
き
な
原
因
の

一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
国
人
留
学
生
は
、
経
済
面
以
外

に
も
言
語
や
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
面

で
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ

の
解
決
方
法
を
中
国
人

の
仲
間
に
求
め
る
傾
向
が
強

い
。
こ
の
よ
う
に
、多
様
な
要
因
が
複
雑

に
関
連
す
る
た
め
、
中
国
人
留
学
生
の
不
適
応
を
よ
り
深
刻
化
し
て

し
ま
う
こ
と
が
、
本
研
究
よ
り
明
ら
か
と
な

っ
た
た
め
、
今
後

は
、
中

国
人
留
学
生
を
ど
の
よ
う
に
援
助
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

在
日
中
国
人
留
学
生
と

訪
中
日
本
人
学
生
の
比
較

在日中国人留学生・研修生の異文化適応囑
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を
当
て
、
日
中
相
互

の
異
文
化
体
験
に
基
づ
く
考
察
を
行

い
、

イ

メ
ー
ジ
尺
度
を
指
標
と
し
て
比
較
し
た
。

対
ホ
ス
ト
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
留
学
生
の
適
応
度
に
大
き
な
影
響
を

与
え

て

い
る

こ
と
は
従
来

の
研
究

で
指
摘

さ
れ
て

い
る

[
山
崎

1
993
,
19
96
]°
葛

[1
99
9
]
で
も
、
来
日
前

の
対
日
イ
メ
ー
ジ
お
よ

び
来
日
後

の
イ
メ
ー
ジ
変
化
が
適
応

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
来

日
前
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
、
来
日
後
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
化
す

る
者
ほ
ど
適
応
度
も
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

留
学
生

の
異
文
化
適
応
を
考
え
た
時
に
、
留
学
生
が
持

つ
対
ホ
ス

ト
国
イ

メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
受
け
入
れ
側
が
留
学
生
の
出
身
国
を

ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
点
も
両
者

の
相
互
作
用
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究

は
、
上
記
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
在
日
中
国
人
留
学
生

お
よ
び
訪
中
日
本
人
学
生
が
お
互

い
に
持

っ
て
い
る
対
ホ
ス
ト
国
イ

メ
ー
ジ

に
関
す
る
比
較
を
行

い
、
実
際
の
留
学
生
活
が
対
ホ
ス
ト
国

イ
メ
ー
ジ

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
イ
メ
ー

ジ
の
変
化

に
影
響
を
及
ぼ
す
具
体
的
要
因
を
模
索
す
る
。

H

質
問
紙
調
査

一
回
目
調
査

(留
学
前
)

の
質
問
紙
は
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
イ

メ
ー
ジ
尺
度
に
よ

っ
て
構
成
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
尺
度
は
岩
男

・
萩
原

[19
88
]

が
留
学
生
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
研
究
を
す
る
た
め

に
作
成
し
た
も
の
を
用

い
た
。

二
回
目
調
査

(留
学
後
)
の
質
問
紙

は
上
記
の
内
容
に

「
一

在
日
中
国
人
留
学
生

の
適
応
」
で
因
子
分

析

の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
適
応
尺
度
を
加
え
、
日
本
語
版
と
中
国
語

版
を
作
成

し
た
。

ω

調
査
対
象
と
方
法

中
国
の
A
大
学
で
、
日
本

へ
留
学
す
る
た

め
の
事
前
語
学
研
修
を

受
け
て
い
る
中
国
人
学
生
を
対
象
に
、

一
回
目
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
調

査
を
行

っ
た
。
そ
の
後
二
回
目

の
質
問
紙
を
配
布
し
、
来
日
三
か
月

後
に
返
送
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。

一
回
目
調
査
に
協
力
し
た
学
生

は
二
四
〇
名

(男
性
八
二
名
、
女
性

一
五
八
名
、
平
均
11
二
三
二

四
歳
)

で
、
来
日
後
に
二
回
目
調
査

の
質
問
紙
を
返
送
し
た
学
生
は

四
三
名

(男
性

一
七
名
、
女
性
二
六
名
、
平

均
11
二
二
二

〇
歳
)

で
あ

っ
た
。

中
国
に
短
期
留
学
す
る
日
本
人
学
生

(B
大
学

一
年
生
)
を
対
象

に
、
留
学
前
、
帰
国
直
後
、
帰
国
三
か
月
後

の
中
国
に
つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
た
。

一
回
目
調
査

に
協
力
し
た
学

生
は

一
六
九
名

(男
性
六
八
名
、
女
性

一
〇

一
名
、
平
均
"

一
八
・

四
五
歳
)

で
、
二
回
目
調
査
に
協
力
し
た
学
生
は
五
四
名

(男
性
二

一
名
、
女
性
三
三
名
、
平
均
11

一
八
・七
六
歳

)
で
あ

っ
た
。

②

中
国
人
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
イ

メ
ー
ジ
尺
度
の
比
較

デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
留
学
前
の
段
階

で
は
、
中
国
人
学
生
は
日

本
人
学
生
よ
り
も
相
手
国
に
対
す
る
親
和
性
と
先
進
性
を
低
く
評
価

し
、
勤
勉
性
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
二
回
目

(留
学
後
)
調
査

で

は
、
親
和
性
と
勤
勉
性

に
つ
い
て
は

一
回
目

の
調
査
と
同
様
の
結
果
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を
示
し
た

が
、
先
進
性
に
つ
い
て
は
両
者
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

中
国
人

学
生
が
来
日
す
る
前

に
抱

い
て
い
た
対
日
イ
メ
ー
ジ
の

中
、
日
本
人

の
勤
勉
性
を
高
く
評
価
し
た

の
は
中
国
の
み
で
な
く
、

各
国
の
留
学
生
が
持

っ
て
い
る
対

日
イ
メ
ー
ジ
に
共
通
し
た
も
の
で

も
あ
る

[岩
男

・
萩
原

日O
°。
°。]
。
留
学
前

の
対
ホ

ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ

は
、
留
学
後

の
イ
メ
ー
ジ
と
比

べ
る
と
、
抽
象
的
で
表
面
的
な
も
の

が
多

い

[葛

19
99
]°
ま
た
、
情

報
源
は

マ
ス
メ
デ

ィ
ア
か
ら

で

あ

っ
た
り
、
歴
史
教
育
か
ら
の
も
の
で
あ

っ
た
り
す
る
場
合
が
多

い
。
日
本
人

の
勤
勉
性
を
高
く
評
価
し
た
今
回
の
結
果
は
、
こ
の
よ

う
な

一
般
論
が
大
き
く
働

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
人

学
生
も
同
様

に
、
留
学
前

の
中
国
に

つ
い
て
の
情
報
源

は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
中
国
の
著

し
い
経
済
成
長
を
頻
繁
に
取
り
上

げ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
得

て
お
り
、
中
国
の
先
進
性
に
対
す
る
評
価

の
高

さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
回
調
査

に

協
力
し
た
全
員
の
専
攻
が
中
国
語
や
中
国
文
学
と
い
っ
た
中
国
に
関

連
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
比
較
的
に
中
国
に
興
味
を
持

ち
、
留
学
前
か
ら
中
国
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い

て
い
た
人
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

㈹

留
学
前
と
留
学
後

の
対
ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ
の
比
較

デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
中
国
人
学
生
と
日
本
人
学
生

の
両
者
と

も
、
留
学
後
に
ホ
ス
ト
国
に
対
す
る

「勤
勉
性
」
と

「先
進
性
」

へ

の
評
価
が
低
下
し
て
い
た
。

茂
木

・
宇
留
野

・
浅
井

・
坂
入

・
河
北

・
榊

・
渋
谷

ロ
O°。
い
]
が

訪
米
日
本
人
学
生
を
対
象
に
行

っ
た
研
究

で
は
、
訪
米
後

の
対
米
イ

メ
ー
ジ
は
訪
米
前
よ
り
も
著
し
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

と
な

っ
て
し
ま
う
。

本
研
究
で
は
茂
木
ら
と
同
じ
研
究
結
果
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
留
学
前

に
は
、
留
学
先
に
つ
い
て
事
前
に
情
報
を
収
集

し
た
り
、
文
化
や
歴

史

に
つ
い
て
勉
強
を
し
た
り
し
て
関
心
や
期
待

が
高
ま

っ
て
い
る
た

め
、
ホ
ス
ト
国
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
く

な

っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
留
学
後
、

ホ
ス
ト
国
に
対
し
て
抱

い
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
が
よ
り
現
実
的

に
修

正
さ
れ

た
り
、

カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
り
し
て
低
下
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
吉

[2
0
0
1]
が
中
国
に
留
学
中

の
日
本

人
学
生
に
行

っ
た
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

で
、
「日
本
が
好
き
で
は
な
か

っ
た
。
日
本
を
離
れ
て
み

て
、
少
し
日
本

の
い
い
面
を
見

つ
け
る
よ
う

に
な

っ
た
」

「結
局
、

自
分

は
日
本
人
だ
な
と
再
認
識

し
た
」
と

い

っ
た
記
述

が
得
ら
れ

た
。

こ
の
よ
う
な
自
国
に
対
す
る
再
認
識
も
、
相
手
国
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
低
下

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
中
国
人
学
生

の
場
合
、
従
来
か
ら
中
国
人
が
抱
く
、
日
本

人
イ
メ
ー
ジ
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
で
の
日
本

人
イ
メ
ー
ジ
は

「勤
勉

で
ま
じ
め
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
日
し
て

み
る
と
、
部
活
動
や
遊
び
な
ど
に
熱
中
し
て

い
る
学
生
を
数
多
く
目

に
し
、
描

い
て
い
た
日
本
人
イ
メ
ー
ジ
と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
進
性

へ
の
評
価
が
低

下
し
た
理
由
と
し
て
、
日
本
は
経
済
的
に
豊

か
だ
か
ら
、
独
創
的
、
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能
力
主
義
、
個
人
主
義
等
、
欧
米
の
経
済
先
進
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
日
本

に
用

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
日
本
と
欧
米

間
と
の
文
化
差
が
大
き
く
、
個
人
主
義
等

に
関
し
て
は
む
し
ろ
中
国

が
欧
米
の
文
化

に
近

い
と
気
付

い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
受
け
た
差
別
体
験
な
ど
が
、
日
本
は
ま
だ
国

際
化
し
て
い
な
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
、
先
進
性

へ
の
評

価

の
低
下
に
影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
対
中
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
留
学
前

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
留
学
後

は
激
し
い
貧
富

の
差
な
ど
、
社
会
的
問
題
を
身
近

に
感
じ
た
た
め
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
修
正
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ロ

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

質
問
紙
調
査

で
は
、
日
中

の
学
生

の
双
方
と
も
、
留
学
す
る
と
相

手
国
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
、
と
り
わ
け
相
手
国
の

「勤
勉
性
」
と

「先
進
性

」
が
下

が
る
と

い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

そ
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
側
面
が
イ
メ
ー
ジ
の
低
下

に
つ
な
が
っ
た
の
か
を

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

ω

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

の
対
象
、
方
法
お
よ
び
内
容

二
回

の
質
問
紙
調
査

に
答
え
た
留
学
生

(中
国
人
八
名
、
日
本
人

六
名
)
を
、
①
留
学
し

て
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
、
②
低
下
し
た
、

③
あ
ま
り
変
化
が
見
ら

れ
な
か

っ
た
、

の
三

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け

た
。
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇

し
た

(以
下
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と
呼
ぶ
)
の

は
、
中
国
人
三
名
、
日
本
人
二
名
、
イ
メ
ー
ジ
が
低
下
し
た

(以
下

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
と
呼
ぶ
)
の
も
同
様

に
中
国
人
三
名
、
日
本
人
二
名

で
あ

っ
た
。
変
化
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
双
方
と
も
二
名

で
あ

っ
た
。
す
べ
て
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
は

E
-m
ail
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
、
質
問
項
目
は
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
や
対

ホ
ス
ト
国
の
友
人
関
係

を
中
心
に
構
成
し
た
。

②

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
内
容

の
ま
と
め
お
よ
び
考
察

質
問
紙
調
査
で
は
、
留
学
前
は
中
国
人
学
生
が
日
本

の
「勤
勉
性
」

を
高
く
評
価
し
、
日
本
人
学
生
は
中
国

の

「親

近
性
」
と

「先
進
性
」

を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
の
結
果

に
は

留
学
前
の
情
報
収
集
や
、
お
互

い
の
国
民
性

に
対
す
る
認
識
が
関
係

し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
た
の
で
、
最
初
に
各
学
生
に

「留
学
前
は
ど

の
よ
う
に
相
手
国
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集

し
た
か
」
を
尋
ね
た
。

次
に
、

「ホ
ス
ト
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
実
際

の
留
学
生

活
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
や
留
学
前
後

に
生
じ
た
イ
メ
ー
ジ
の
ず

れ
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
ま
た
、
語
学
力
や
対
ホ
ス
ト
国
の
友
人
関

係
が
留
学
生
活

に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
先
行
研
究

[岩

男

・
萩
原

這
。゚°。
、
jIIC
井

1
99
4"
横
田

19
92
]

で
明
ら
か
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
要
因
が
留
学
前
後

の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に

及
ぼ
す
影
響
を
考
え
、
各
学
生
に
尋
ね
た
。

①
留
学
前
の
情
報
収
集

に
つ
い
て

留
学
前
、
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
学
生
が
対

日
イ
メ
ー
ジ
を
規
定
す

る
情
報
を
新
聞
や

ニ
ュ
ー
ス
、
書
籍
な
ど

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
得
て

128



い
た
た
め
、
来
日
前
に
持

っ
て
い
た
対
日
イ
メ
ー
ジ
は
非
常
に
抽
象

的

で
、
表

面
的
な
も
の
が
多

い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
の
三
人
は

「知
人

や
親
戚

の
中
の
日
本
に
来
た
こ
と

の
あ
る
人
、
日
本
語
の
先
生
、
非

常
勤
教
師

の
日
本
人
留
学
生
な
ど
か
ら
聞

い
て
い
た
」
「日
本
に
い

る
親
戚
か
ら
、
日
本
に
つ
い
て
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
事
前
に
実
際

に
日
本
や
日
本
文
化
を
体
験
し
た
人

物
か
ら
得
た
情
報
に
基
づ
く
対
日
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
た
。
逆
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群

の
二
人
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
留
学
を
希
望
し
て

い
た
が
、
ビ
ザ

の
問
題
で
不
本
意
な
が
ら
日
本
に
留
学
先
を
変
更
し

て
の
来
日
だ

っ
た
。

こ
の
こ
と
が
留
学
後

の
イ
メ
ー
ジ
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、

日
本
人
学
生
は
す
べ
て
、
学
校

の
講
義
や

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

か
ら
中
国

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
た
。

②
留
学
前
、
留
学
後

の
対
ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
留
学
前
後

の
イ

メ
ー
ジ
の
変
化

に
つ
い
て

中
国
人
学
生

の
留
学
前

の
対
日
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
、
八
名
中
六

名
が

「先
進
国
」
と
い
う
言
葉
を
あ
げ
た
。
た
だ
、
「裕
福
」
「お
金

持
ち
」
と

い
っ
た
抽
象
的
、
表
面
的
な
内
容

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

「留
学
す

る
前
に
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
」

と
い
う
の
が
本
音

の
よ
う
だ

っ
た
。

し
か
し
、
留
学
に
よ

っ
て

「物
価
が
高
く
、
住
み
に
く

い
」
と

「環
境
が
き
れ
い
、
サ
ー
ビ
ス
が
良

い
」
な
ど
、
よ
り
具
体
的

で
客

観
的
な
イ

メ
ー
ジ
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

留
学
前
後

の
イ
メ
ー
ジ

の
変
化

に

つ
い

て
、
「
日
本

に
来

る
前

に
、
日
本
人
は
お
金
持
ち
で
、
裕
福
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
思

っ

て
い
た
が
、
住
ん
で
み
る
と
家
が
狭
い
し
、
物
価
も
高
く
、
食
事

に

し
て
も
、
買

い
物
に
し
て
も
、
常
に
値
段
を
考
え
な
が
ら
や
ら
な
け

れ
ば

い
け
な
い
。
む
し
ろ
中
国
に
い
た
方
が
逆
に
豊
か
な
生
活
が
送

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
の
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
ほ

ど
豊
か
で
は
な
い
こ
と
が
多
く
の
中
国
人
学
生
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た

「勤
勉
性
」

に

つ
い
て
も
、
「中

国

で
は
日
本
人

の
イ

メ
ー
ジ
と
言

っ
た
ら
、
ま
ず
浮
か
ぶ
の
は
勤
勉

で
ま
じ
め
と
い
う
言

葉

で
あ
る
。
戦
後
の
日
本

の
経
済
発
展
を
支

え
た
の
は
こ
の
よ
う
な

頑
張
り
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
日
本
人

の
み
で
な
く
、
中
国
人
の
中
で
も
広
が

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
来
日

し
て
み
る
と
、
意
外
に
も
日
本
の
大
学
は
思

っ
た
ほ
ど
勉
強
が
厳
し

く
な
く
、
部
活
動
に
精
を
出
し
て
い
る
学
生

が
多

い
。
来
日
前
に
描

い
た
日
本
人
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
ま
じ
め
に
勉
強
に
励
ん
で
い
る
学
生
も

い
る
が
、
む
し
ろ

中
国
人
学
生
の
方
が
も

っ
と
ま
じ
め
に
学
生

生
活
を
送

っ
て
い
る
と

思
う
」
と

の
イ

メ
ー
ジ
変
化
が
見
ら
れ
た
。

留
学
生
が
来

日
前
に

持

っ
て
い
る
対
日
イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り

一
般
論

の
域
を
出
て
お
ら
ず

古

い
情
報
が
多

い
が
、
来
日
後
、
現
代
日
本

の
社
会
状
況
に
戸
惑

い

や
驚
き
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、中
国
人
学
生
に
共
通
し
て
「外
国
人
に
開
け
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
」
「日
本
人
は
欧
米
人
に
優
し
い
、
中
国
人
や
東
南

ア
ジ

在日中国人留学生・研修生の異文化適応is9



ア
人
に
優

し
く
な
い
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
差
別
を
受
け
た
」
な
ど
、

日
本
社
会

が
外
国
人
に
対
し
て
閉
鎖
的
で
、
特

に
ア
ジ
ア
系

の
外
国

人
に
対
し
て
偏
見
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な

点
か
ら
、
来
日
後

の
イ
メ
ー
ジ
が
来
日
前

の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
低
下

し
た
原
因
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

各
グ
ル
ー
プ
で
見
て
み
る
と
、
中
国
人
学
生
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群

で
は
大
き
く
意
見
が
分

か
れ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群

は
、
「日
本
人
は
仕
事

に
熱
心
な
人
も

い
れ
ば
、
そ
う
で
は
な

い
人

も
い
る
」

と
客
観
的
に
日
本
を
捉
え
、
「ま
じ
め
」

「楽
観
的
」
な
ど

日
本
人
の
良
さ
を
見
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
は
、

「中
国
人

よ
り
も
親
し
み
に
く
い
」
な
ど
、
日
本
人
と

の
対
人
関
係

に
違
和
感

を
抱

い
て
い
た
。
ま
た
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
の
二
人

は
日
中

戦
争
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
。
戦
争
に
対
す
る
意
識
は
日
中
両
国
間

に
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ

る
。
吉

[N
OO
昌

が
日
中

の
留
学
生
に

行

っ
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
両
国
の
留
学
生
に
も
、
戦
争
に
対
す
る

と
ら
え
方

の
差
異
に
驚
き
を
感
じ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
学
生

が
多

い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
の
二
人

の
イ
メ
ー

ジ
が
大
き

く
下
が

っ
た

背
景
に
は
、
日
本

の

「先
進
性
」
「勤
勉

性
」
に
疑
問
を
持

っ
た
と
同
時
に
、
両
国

の
戦
争
に
つ
い
て
の
認
識

の
差
異
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
人
学
生
の
場
合

、
留
学
前
後
の
対
中
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
、

ほ
ぼ
中
国
人
学
生
と
同

じ
傾
向
に
あ
る
。
留
学
前
は

「人

口
が
多

い
」

「土

地
が
広

い
」

「自
転
車

に
乗

っ
て
い
る
」
「貧
し
い
人
々
が

大
勢

い
る
」
な
ど
、
抽
象
的

で
、

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

の
イ
メ
ー
ジ
し

か
持

っ
て
い
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
留
学
後
は

「話
を
し
て
み
る
と
、
楽
し
い
人
が
多
か
っ

た
」

「思

っ
て
い
た
よ
り
も
、

い
ろ

い
ろ
な

も

の
が
あ
ふ
れ

て
い

た
。
食
べ
る
も
の
、
着
る
も
の
、
家
電
、
雑
貨
な
ど
」
と
、
よ
り
具

体
的

で
客
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ

の
低
下
に

つ
い
て
は
、
「中
国

に
来

る
前
に
、
テ
レ
ビ

な
ど
を
通
じ

て
、
中
国
は
著
し

い
発
展
を
成

し
遂
げ

て
、
豊
か
に

な

っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
が
、
実
際
来
て
み
て
、
や
は
り
改
革
し

て
か
ら
短

い
せ
い
か
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
関

し
て
は
ま
だ
先
進
国
と

は
言
え
な

い
こ
と
も
多

い
。
貧
富
の
差
が
激

し
い
。
サ
ー
ビ
ス
も
日

本
ほ
ど
良
く
な
い
」
の
よ
う
に
、
留
学
前
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

か
ら
近
年
の
中
国
の
発
展
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
留
学
後
は
、
中

国
は
ま
だ
発
展
途
上
国
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
あ

っ

た
。
勤
勉
性
に
つ
い
て
は

「中
国
人
は
日
本
人
よ
り
も
ず

っ
と
の
ん

び
り
し
て
い
る
。
せ
か
せ
か
し
て
い
な
い
」
と
、
中
国
人

の
「勤
勉

性
」
へ
の
評
価
が
低
く
な
り
、

「日
本
人
は
働

き
す
ぎ

か
も
し
れ
な

い
」
と

「勤
勉
性
」
そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
き
は
じ
め
た
学
生
も
い
た
。

一
方
、
グ
ル
ー
プ
別

で
見
て
み
る
と
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
群
は

「実
際
話

を
し
て
み
る
と
、
親
切
な
人
が
多
く
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
と
違

っ

て
い
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
留
学
前
後

で
対

人
関
係
の
違

い
を
見

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
は
留
学
前
に
も

っ
て
い
た

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
修
正
し
た
程
度

に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
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③
語
学
力
が
留
学
生
活
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て

回
答
者

全
員
が
語
学
力
の
重
要
性
を
認
め
た
。
中
国
人
学
生
は
、

日
本
語
が
上
達
す
る
に

つ
れ
、
指
導
教
員
や
日
本
人
学
生
と
の
円
滑

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
日
本

語
能
力
に
関
し
て
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は
、
留
学
前
に
す
で
に
日
本

語
を
習
得
し
て
い
た

の
に
対
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
お
よ
び
変
化
な
し

群
は
、
留
学
前
は
日
本
語
が
ま

っ
た
く
分
か
ら
な
か

っ
た
。

一
方
、
日
本
人
学
生
は
中
国
語
能
力
に
は
差
は
な
か
っ
た
が
、
語

学
力
を
中
国
人
と
の
交
流
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
に
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
と
の
違

い
が
出
た
。
中
国
語

の
上

達
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は
中
国
人
学
生
と
積
極
的

に

交
流
を
試

み
て
い
た
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
は
、
中
国
語
が
あ
ま
り
分
か

ら
な
い
と

い
う
理
由

で
、
中
国
人
学
生
と
の
交
流
を
避
け
て
い
た
。

④
留
学
前
後
の
ホ
ス
ト
国
の
友
人
関
係
に

つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ

一
名
を
除
き
、
留
学
前
に
は
ホ
ス
ト
国

の
友
人
が
い
な

か

っ
た
。

こ
れ
は
相
手
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
貧
弱
さ
に

つ
な

が
っ
て
い
た
。

双
方

の
学
生
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群

に
大
き
な
差

異
が
見
ら
れ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は

「友
人
の
家
に
招

い
て
も
ら

つ

て
、
夕
食
を
ご
馳
走
に
な

っ
た
り
、
遊
び
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら

つ

た
り
し
た
。
帰
国
後
も
交
流
を
続
け
て
い
る
。
彼
女
ら
の
お
か
げ
で

楽
し
く
留
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
し
、
中
国

の
人
を
今
ま
で

よ
り
身
近

に
感
じ
た
。
自
分
が
考
え
て
い
た
中
国

の
イ
メ
ー
ジ
を
、

す

っ
か
り
変
え
て
く
れ
た
」
の
よ
う
に
、
生
活

や
勉
強
な
ど
で
、
互

い
に
友
人
関
係
を
楽
し
み
、
ホ
ス
ト
国
の
友
人

と
の
交
流
を
積
極
的

に
評
価
し
て
い
る
。
逆
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
は
、
友
人

の
数
が
少
な
い

だ
け
で
な
く
、
付
き
合

い
に
く
さ
を
感
じ
て
お
り
、
交
流
に
意
味
を

見
出
せ
な
く
な

っ
て
い
た
。

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で
得
ら
れ
た
回
答

を
K
J
法
で
ま
と
め
た
と
こ

ろ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
に
差

が
見
ら
れ
た
。
回
答
内

容

の
違

い
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
み
る
と
、
中
国
人
学
生
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群

に
、
留
学
動

機
、
戦
争
に
つ
い
て

の
意
識
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
の
差
別
体
験
、

日
本
人
と
の
友
人
関

係
、
日
本
語
力
に
つ
い
て
違

い
が
見
ら
れ
た
。

留
学
動
機
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は
日
本
文

化
に
興
味
を
持

っ
て
い

る
の
に
対
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群

は
ア
メ
リ
カ
留
学
が
で
き
ず
、
不
本

意
な
日
本
留
学
で
あ

っ
た
。
田
畑
と
田
$

[
19
9
1]
は
日
本

へ
の
関

心
の
高

い
者
は
留
学

へ
の
満
足
度
が
高
く
、

「ど
こ
か
外
国
に
行
き

た
か

っ
た
か
ら
」
な
ど

の
受
動
的
な
動
機
で
来
日
し
た
者
は
、
日
本

で
の
生
活
に
な
じ
み
に
く
い
こ
と
を
見
出
し
た
。
本
研
究

で
も
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
群
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
の
留
学
動
機

の
差
異
が
対
日
イ
メ
ー

ジ
の
低
下
に

つ
な
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
人

の
対
日
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
群
は

「日
本
人
は

戦
争
と

い
う
も
の
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な

い
」
と
、
戦
争
に
つ
い

て
の
回
答
が
目
立

っ
た
の
に
対
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は
戦
争
に
つ
い

て
ま

っ
た
く
触
れ
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
中
国
人
学
生
に
限
る
こ
と
で

在日中国人留学生・研修生の異文化適応tai



は
な

い
。

吉

[N
OO
昌

が
訪
中

日
本
人
留
学
生

に
行

っ
た
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
で
も
、
中
国
に
滞
在
す
る
間
、
日
中
両
国
の
戦
争
に

つ
い
て

の
意
識

の
違

い
に
驚
き
、
対
中
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

分
か

っ
た
。
本
研
究

の
日
本
人
学
生

の
中

で
も

「テ
レ
ビ
で
日
中
戦

争
に
関
す

る
映
画
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
時
、
嫌
な
思
い
を
し
た
」
と

影
響
を
受

け
て
い
た
。

山
崎

ロ
$
ω
]
は
、
経
済
状
況
や
滞
在
期
間
が

「差
別

の
な
さ
」

や

「日
本
人
と
の
友
人
関
係

の
豊
か
さ
」

の
要
因
を
通
し
て
間
接
的

に
対
日
態
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見
出
し
た
。
本
研
究

の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
群

も

「ア
ル
バ
イ
ト
探
し
で
、
外
国
人
と
い
う
理
由
だ
け
で

断
ら
れ

て
し
ま
う
」
や

「先
輩
に
理
不
尽
な
指
図
を
さ
れ
る
」
な

ど
、
差
別

体
験
を
受
け
て
い
た
。

一
方
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は
比
較
的

に
経
済
的

に
余
裕
が
あ
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
に
頼

っ
た
生
活
は

し
て
い
な

い
。
加
賀
美

ロ
OO
占

は
中
国
人
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
の
処
遇
や
日
本
人
の
差
別
的
態
度
に
大
き
な
不
満
を
持

っ
て
い
る

こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
差
別
体
験
は
対
日
イ
メ
ー
ジ

の
低
下
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

対
ホ

ス
ト
国

の
友
人
関
係
が
留
学
生
活
に
与
え
る
影
響
は
多
く
の

研
究

で
証

明
さ
れ
て
い
る

[高
井

日
ゆ◎
轟
、
横
田

19
92
]
°
ホ
ス
ト
国

の
友
人
と

の
交
流
が
対

ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に

つ
な
が
る

が
、
そ

の
交
流
が
う
ま
く
行
わ
れ
な

い
場
合
、
逆
に
対
ホ
ス
ト
国
イ

メ
ー
ジ
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
留
学
生

の
場
合
、
同
国
の
友
人

で
か

た
ま
り
や

す
く
、
対
ホ

ス
ト
国
の
友
人
関
係
が
円
滑
で
な

い
場
合
が

多

い

[横
田

這
℃N
]
。
本
研
究
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群
は

「友
人

の
家
に

招

い
て
も
ら

っ
た
」
「遊
び

に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら

っ
た
」
な
ど
か

ら
、
「
い
ま
ま

で
よ
り
身
近

に
感

じ
た
」
「自

分

が
考
え

て
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
す
っ
か
り
変
え
て
く
れ
た
」
と
、

ホ
ス
ト
国
の
人
と
の
交

流
が
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
群
は

「お
互

い
に
話
が
合
わ
な

い
」
と
付
き
合

い
に
く
さ
を
感
じ

て
い
た
。

日
本
語
力
が
対
日
イ
メ
ー
ジ
に
与
え
る
影
響
は
、
先
行
研
究
と

一

致
し
た
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
本
研
究

で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
群

が
留
学
前
に
日
本
語
を
あ
る
程
度
習
得
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
群
は
ま

っ
た
く
勉
強
を
し
て
い
な
か

っ
た
。
日
本
に
来

て
三

か
月
の
時
点

で
は
、
日
本
語
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
留
学
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
対
日
イ
メ
ー
ジ
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

日
本
人
学
生
に
関
し
て
は
、
回
答
者

の
個

人
属
性
が
似

て
お
り
、

制
度
化
さ
れ
た
留
学
で
あ
っ
た
た
め
、
周
り

の
環
境
に
も
大
差
が
な

く
、
両
群
の
違

い
は
な
か
っ
た
。

本
研
究
の
研
究
結
果
か
ら
、
中
国
人
学
生

は
日
本
人

の
勤
勉
性
を

高
く
評
価
し
て
い
る

一
方
、
親
和
性
と
先
進
性

を
低
く
評
価
し
て
い

る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
留
学
後
三
か
月
の
時
点

で
は
、
双

方
の
留
学
生
と
も
、
対
ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ

が
著
し
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

こ
れ

は
留
学
前

に
高

ま

っ
て
い
た
対
ホ
ス
ト
国
イ
メ
ー
ジ
が
留
学
後

に
修
正
さ
れ
、
さ
ら
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に
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
自
国

に
対
す
る
再
認
識
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三

在
日
中
国
人
研
修
生
の
適
応

一
九
九

〇
年

に
出
入
国
管
理

お
よ
び
難
民
認
定
法

の
在
留
資
格

「研
修
」

に
基
づ
き
、
日
本

に
お

い
て

「民
間

の
企
業
や
諸
団
体
が

外
国
人
を
受
け
入
れ
、
技
術

・
技
能

・
知
識
を
習
得
さ
せ
、
研
修
に

よ

っ
て
習
得
し
た
技
術
等
を
母
国

に
持
ち
帰
り
、
母
国
の
産
業
振
興

の
担

い
手

と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
」
と

い
う
研
修
制
度
が
発
足
し

た
。

こ
の
制
度
の
も
と
、
毎
年

一
万
人
を
超
え
る
新
規
研
修
生
が
来

日
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
中
国
か
ら
の
研
修

生
は
全
体

の
六
割
以
上
を
占
め

(
二
〇
〇
九
年
)、
他
国
か
ら
の
研

修
生
数
と
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
が
小
規
模
企
業

の
労
働
力
補
充
目
的

で
来
日
し
た

中
国
人
研

修
生
を
対
象
に
研
究
し
た
結
果
、
中
国
人
研
修
生
が
抱
え

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
第

一
に
、
中
国
人

研
修
生

の
対
日
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
適
応
の
両
方
に
影
響
を
与
え
て
い

る
日
本
語

能
力

の
問
題
で
あ
る
。
研
修
生

の
日
本
語
力
不
足
、
日
本

語

の
研
修

機
会
不
足
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究

で
共
通

し
て
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
筆
者

の
研
究
に
お
い
て
も
同
様

で
あ

っ

た
。
来
日
前
に
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
二
週
間
足
ら
ず

の
研
修
を

受
け
た
だ
け
で
来
日
し
た
彼
ら
の
語
学
力
は
、
き
わ
め
て
低
い
。
そ

の
後

一
か
月
弱
の
日
本
語
の
研
修
を
受
け
る
が
、
結
果
と
し
て
ほ
と

ん
ど
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
各
企
業

に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
週
に
数
時
間
程
度
日
本
語
学
習

の
機

会
を
与
え
て
い
た
企
業

も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業

で
は

た
だ
ひ
た
す
ら
就
労
さ
せ
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
。
日
本
語
力
不
足
の

た
め
、
仕
事

の
指
示
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
自
分
の
意
見
を
日

本
人
の
同
僚
や
上
司
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
と

い
っ
た
状
況
は
日

常
茶
飯
事
だ

っ
た
。

第
二
の
問
題

は
、
研
修
生
の
対
人
関
係
が
非
常
に
希
薄
な
こ
と
で

あ
る
。
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
日
本
人
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
ず
、
日
本
人
の
友
人
が
い
る
と
答
え
た
研

修
生
は
皆
無
だ

っ
た
。
彼
ら
は
来
日
し
て
共
同

の
研
修
期
間
を
終
え

る
と
、
二
～
三
名
ず

つ
の
小
グ
ル
ー
プ

に
分

け
ら
れ
て
各
企
業
に
配

属
さ
れ
る
。
彼
ら
の
対
人
関
係
は
、
同
じ
企
業

に
配
属
さ
れ
た
中
国

人
研
修
生

の
み
と
な
る
場
合
が
多
か

っ
た
。

こ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ

内
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
居
場
所
が
な
く

な
り
、
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
た
め
中
国
に
い
る
家
族
に
電
話
を
か
け
た
り
、
手
紙
を
書

い

た
り
も
す
る
が
、
お
金
が
か
か
り
、
通
信
料

も
高

い
た
め
に
我
慢
し

た
り
、
控
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
多

い
。

留
学
生
に
も
対
人
関
係
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
者
は
多

い
が
、
留

学
生

の
場
合
は
あ
る
程
度
日
本
語
が
で
き
る

の
で
、
日
本
人
学
生
や

大
学
教
員
な
ど
と
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
大
学

で
は
定

期
的
に
留
学
生

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
り
、
留
学
生
寮

に
入
寮
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し
た
り
す
る
な
ど
、
留
学
生
同
士

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
交
流
を
も

つ
機
会
が
あ
る
。
や
は
り
、
留
学
生

に
比

べ
、
研
修
生
は
非
常
に
厳
し
い
条
件
下

に
置
か
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

第
三

の
問
題
は
、
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
会
の
不

足
で
あ
る
。
研
修
生
の
日
本
語
教
育
や
生
活
面

の
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い

て
は
、
た

っ
た

一
名

の
中
国
人
社
員
が
生
活
指
導
員
と
し
て
各
企
業

を
巡
回
す
る
シ
ス
テ
ム

の
た
め
、
研
修
生
は
数
週
間
に

一
回
し
か
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
研
修
生
は
人

間
関
係
上

の
ト
ラ
ブ

ル
を
は
じ
め
、
仕
事
上

の
ト
ラ
ブ
ル
、
精
神
的

な
問
題
に
起
因
す
る
病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て

い
る
。
あ
る
事
例
で
は
、
病
院
で
体
調
不
良
な
ど
の
身
体
症
状
を
訴

え
て
い
る
の
に
異
常
が
な
い
と
言
わ
れ
て
、
さ
ら
に
精
神
的
な
問
題

だ
ろ
う
と
さ
れ
傷

つ
い
た
と
訴
え
る
研
修
生
も
い
た
。

ま
た
、
生
活
指
導
員
を
は
じ
め
研
修
生
自
身
や
会
社
の
日
本
人
従

業
員
の
い
ず
れ
も
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
手
立

て
を
持

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
問
題

の
解
決
策
と
し
て
、
本
人
を
帰

国
さ
せ
る
こ
と
が
コ
ス
ト
も
低
く
、
ま
た
優
先
的
に
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
研
修
生

は
母
国

の
仕
事
を
や
め
て
来
日
し
て
い
る
た

め
、
研
修
途
中
で
帰
国

す
れ
ば
経
済
的
に
困
窮
し
、
ま
た
母
国
の
家

族
に
も
説
明
し
て
も
納
得
さ
れ
に
く
い
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
な

が
ら
も
帰
国
を
拒
む
研
修
生
は
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
研
修

生
の
精
神
的
問
題
に
対

す
る
適
切
な
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
が
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
緊
急

時
に
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
、
来
日
の
事
前
研
修
で
冷
静
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
心
理
的
知
識
を
教
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
問
題
発
生
時
の
対
応
と
し
て
、
精
神
科
医
や
心
理
学
の
専

門
家

に
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ

る
。
研
修
生
が
呈
す
る
問
題
は
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
の

一
時
的
な
も

の
も
多

い
た
め
、
投
薬

や
心
理
療
法
な
ど
に
よ
る
早
期

の
対
応
が
有
効
と
思
わ
れ
る
。

研
修
生
の
個
人
属
性

は
留
学
生
と
比
べ
て
学
歴
が
低
く
、
貧
困
地

域

の
出
身
で
収
入
の
少
な
い
仕
事
に
従
事
し

て
い
た
人
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
筆
者

の
研
究

に
協
力
し
た
研
修
生

も
半
分
以
上
が
中
学
校

卒
業
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
は
わ
ず

か

一
名
だ

っ
た
。

こ
れ

は
中
国
人
留
学
生
が
高
学
歴
で
あ
る
こ
と
と
は
対
照
的

で
あ
り
、
学

歴
に
よ
る
適
応

へ
の
影
響

は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

研
修
生
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
は
、
研
修
生
個
人

の
問
題
と
研
修

制
度
を
含
め
た
受
け
入
れ
側
の
問
題

の
両
方

が
存
在
す
る
。
研
修
中

の

「失
踪
」
を
防
ぐ
た
め
、
研
修
生
は
来
日
直
後

に
、
パ
ス
ポ
ー
ト

を
会
社
に
預
け
さ
せ
ら
れ
、
毎
月
の
給
料
も
最
低
限
の
生
活
費
以
外

は
会
社
が
管
理
し
、
帰
国
時
に
ま
と
め
て
渡
す
と
い
う

「厳
戒
」
体

制
が
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
か
し
い
と
思

っ
た
り
反
発
し
た

い
と
思

っ
た
り
す
る
が
立
場
が
弱
い
た
め
、
結
局
は
出
さ
れ
た
条
件

に
す
べ
て
従
う
し
か
な

い
し
、
彼
ら
の
心
境
を
代
弁
す
る
者
も
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
差
別
や
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
状
況
下
で
働
く
研
修

生

の
適
応
が
い
か
に
過
酷
な
も
の
か
は
、
誰

に
で
も
容
易
に
想
像
で
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き
る
は
ず

で
あ
る
。
研
修
生
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
や
適
応
度

は
研
修
生

制
度
そ
の
も
の
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
現
在

の
制
度

の
見

直
し
が
何
よ
り
も
大
事

で
あ
ろ
う
。

ま

と

め

筆
者
が

こ
れ
ま
で
に
行

っ
て
き
た
中
国
人
留
学
生

・
研
修
生
に
関

す
る
研
究
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
今
後
ま
す
ま
す
各
国
か

ら
の
留
学
生
や
研
修
生

の
来
日
が
見
込
ま
れ
る
中
、
彼
ら
の
日
本

で

の
適
応
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
総
合
的
政
策

・
支
援
体
制
が
必
要

で

あ
ろ
う
。

「留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
を
推
進

し
て
い
く
施
策

の
中

に
、
国

際
化
拠
点
整
備
事
業

(グ

ロ
ー
バ
ル
30
プ

ロ
グ
ラ
ム
)
が
あ
る
。

こ

れ
は
、
留
学
生
等
に
魅
力
的
な
水
準

の
教
育
等
を
提
供
す
る
こ
と
を

一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
選
ば
れ
た

各
大
学
で
は
、
早
急

に
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

な
け
れ
ば

い
け
な

い
。
こ
こ
で
、
留
学
生
の
適
応
に
必
要
と
思
わ
れ

る
側
面
に

つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
述

べ
、
本
稿

の
ま
と
め
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
、
グ

ロ
ー
バ
ル
30
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
選
ば
れ
た
各
大
学
は
、
英

語
で
講
義
を
行
う
と
い
っ
た
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
方
針
を

出
し
て
い
る
。
日
本
人
学
生
を
含
め
、
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
と
も

に
学
ぶ
た

め
に
、
英
語
を
共
通
語
と
し
て
用

い
る
意
味
は
分
か
る
。

ま
た
、
留
学
生
と
切
磋
琢
磨
す
る
環
境

の
中

で
国
際
的

に
活
躍
で
き

る
高
度
な
人
材

の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
英
語
を
用
い
た

い
の
も

分
か
る
。
し
か
し
、
日
本
で
生
活
し
、
日
本

で
学
ぶ
た
め
に
は
、

一

定

の
日
本
語
力
を
身

に
付
け
た
上
で
来
日
す

る
か
、
来
日
後
に
日
本

語
を
修
得
す
る
研
修
プ
ラ
ン
は
不
可
欠

で
あ

る
。
大
学
内
外
を
問
わ

ず
、
日
本
語
を
通
し
て
の
日
本
人
と

の
交
流
や
日
本
文
化
と

の
関
わ

り
の
度
合

い
は
、
留
学
生

の
適
応
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

ま
た
、
奨
学
金
制
度
等
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
的
な
援
助
制
度
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
留
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る

日
々
を
送
る
の
は
本
末
転
倒

で
、
留
学
の
本
来

の
目
的
か
ら
逸
れ
て

し
ま
う
。
昨
今
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ

ア
経
済
の
発
展
が
著
し

く
、
従
来

の
よ
う
な
苦
学
す
る
留
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、

裕
福
な
家
庭
出
身
の
留
学
生
も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
現
実
は
本
国

か
ら
の
仕
送
り
で
生
活

で
き
る
学
生

は
極
め

て
少
な
く
、
奨
学
金
や

ア
ル
バ
イ
ト
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
経
済

的
な
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
た
上

で
の
留
学
生
受
け
入
れ
が
望
ま
れ

る
。最

後
に
、
留
学
生
相
談
を
は
じ
め
、
留
学
生

へ
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ
ア
も
急
務
で
あ
る
。
留
学
生
が
抱
え
て
い
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

問
題
は
、
日
本
人
学
生
と
似
た
部
分
も
あ
れ
ば
、
異
文
化
に
接
す
る

時
に
起
き
る
特
有
な
問
題
も
あ
る
。
異
文
化

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
専

門
と
す
る
留
学
生
相
談
の
専
門
家
が
、
各
大
学
で
留
学
生

の
心
身
の
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健
康
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ぼ
、

留
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

留
学
生
も
安
心
し
て
日
本
で
の
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